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カゴメの創業は1899年。農業を営んでいた創業者蟹江一太郎がトマトの栽培に

挑戦し、その発芽を見た日にはじまります。以来、農業から生産・加工・販売と一貫した

バリューチェーンを持つ世界でもユニークな企業として、日本の食を見つめ、新しい

食のあり方を提案してまいりました。

当社は2025年のありたい姿を「食を通じて社会課題の解決に取り組み、持続的に

成長できる強い企業」と定めています。私たちが特に力を入れて取り組むべき社会

課題は「健康寿命の延伸」「農業振興・地方創生」「持続可能な地球環境」の3つであり、

これらの解決に貢献するために「トマトの会社から、野菜の会社に」というビジョンを

掲げています。

健康的な食生活には野菜が欠かせませんが、1日の目標摂取量である 350ｇ＊1に対して、

十分に摂取できていない状況が続いています＊2。そこで『野菜をとろう  1日 350ｇ』を

合言葉に、野菜をとることの大切さや上手な野菜のとり方を広めるとともに、トマトは

もちろん、さまざまな野菜の価値を活かした幅広く革新的な商品を次々とお届けし、

人々の健康に貢献することによって、持続的な成長につなげていきたいと考えています。

カゴメの企業理念は「感謝」「自然」「開かれた企業」です。 私たちの原点である自然に

根差し、地域社会・お客さま・お得意先さま・栽培農家の皆さま・株主さま・従業員など、

世界に広がるあらゆるステークホルダーの皆さまと手を携え、価値ある商品やサービスを

お届けできるよう、たゆまぬ努力をしてまいります。皆さまのご理解とご支援を賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。

カゴメ株式会社 代表取締役社長

＊1 厚生労働省「健康日本21」が推奨する1日の野菜摂取目標量
＊2 厚生労働省「国民健康・栄養調査」

食を通じて社会課題の解決に取り組み、

持続的に成長できる強い企業をめざして
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野菜をとろうキャンペーン
カゴメのあらゆる資源を総動員して、
日本の野菜不足の解消をめざす

私たちは、ビジョンに「トマト」の会社から「野菜」の会社になることを掲げ、野菜の栄養を手軽に・おいしく
摂取できる商品の開発や野菜の機能性研究、健康価値の情報提供に取り組んでおります。そして2020年
1月より、日本の野菜不足をゼロにすることをめざし、「野菜をとろうキャンペーン」を開始しました。『野菜を
とろう 1日350g』を合言葉に、多くの企業や団体とも協働して、野菜摂取意欲を高めるさまざまな
施策を展開しています。この活動の目的は、①野菜不足を自覚してもらうこと、②なぜ野菜が必要なのか
理解してもらうこと、③おいしく上手なとり方を知ってもらうことです。当社はこの「野菜をとろうキャン
ペーン」の活動に全力で取り組み、社会全体で「野菜をとろう！」という機運を高めてまいります。

野菜摂取推進
プロジェクト
参加企業

プロジェクト賛同企業19社のうち13社の新入社員1,308

人に、カゴメの野菜飲料「野菜生活100」と「野菜をとろう！

リーフレット」を配布する「野菜飲料で朝を応援」企画を実施。

朝に野菜をとることの大切さやメリットと併せて、忙しい

毎日の中でも手軽に摂取できる方法を伝えることで、各社

新入社員に野菜摂取の習慣化を促すための取り組みです。

「栄養バランスのいい食事で、健康的な社会人生活を送り

たい」「心も体も負けないように、毎日の野菜摂取で元気に

がんばります」といった声をいただきました。

プロジェクト賛同企業13社の新入社員1,308人に
「野菜飲料で朝を応援」企画を実施

「長居わくわくファーム」（大阪・長居公園内の農業体験施設）

の契約者さまを対象に、野菜の植え付けから栽培、収穫、

調理して食べるまでを体験するイベントを実施。子どもた

ちが4月に定植して大切に育ててきたカゴメのトマト、茄子、

タキイ種苗のトマト、ズッキーニ、スイートバジルを使い、

カゴメのコーポレートシェフ藤原氏のレクチャーで「夏野菜の

ラタトゥイユ」作りにも挑戦。イベント後に「野菜嫌いの息子が、

自作のラタトゥイユをおいしそうに食べるのを見て参加し

てよかった」とのうれしいコメントが寄せられました。

ヤンマーマルシェ・タキイ種苗・カゴメの3社が
「植育から始まる食育」体験イベントを開催

2024年7月15日（月）東京・品川のザ・グランドホールにて、

野菜摂取推進プロジェクト主催、農林水産省後援で「野菜を

とろうフォーラム」を開催。「野菜のとり方、おいしさ・楽しさ」

をテーマにした杉浦太陽さん・辻希美さんご夫妻のトーク

セッションや、女子栄養大学の武見ゆかり教授による「野菜

の必要性とナトカリ比」の講演を通じて、野菜の魅力や

野菜を1日350g摂取する大切さを伝えました。

イベント当日は約200名の方にご来場いただき、その様子は

テレビ、新聞、WEBメディアで広く発信されました。

野菜摂取推進プロジェクト主催で
野菜の魅力を伝える「野菜をとろうフォーラム」を開催

JA全農・ABCクッキングスタジオ・カゴメの3社は、野菜の

日（8月31日）にむけて「野菜350ｇ」を実感してもらう

ために、2人分で1日に必要な野菜350gを使用した「夏に

ぴったり彩り野菜バーベキュー」などのメニューを開発。

7月から8月にかけて、ABCクッキングスタジオで料理教室を

開催しました＊。JA全農からは料理教室で使用する野菜の

一部を提供していただき、国産野菜の魅力を伝えることで

消費量の拡大を図りました。

＊ 野菜摂取推進活動に積極的な、コレド日本橋スタジオ（東京）、イオンモール大
高スタジオ（愛知）、アミュプラザ長崎スタジオ（長崎）の3カ所で実施。

JA全農・ABCクッキングスタジオ・カゴメ３社で
「野菜350ｇ」をテーマにした料理教室を実施

しょくいく
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当社の管理栄養士によるプロジェクトチーム「野菜と生活 

管理栄養士ラボ®」は企業や自治体などにむけて、野菜摂取の

重要性やメリット、メソッドを伝えるセミナーを実施しています。

■ 野菜と生活 管理栄養士ラボ®

トマトを中心に野菜の栄養素の研究を長年続け、さまざまな

効果効能を検証しています。リコピンには血中HDL（善玉）

コレステロールを増やす働きが報告されており、リコピンを

含む「カゴメトマトジュース」と「リコピンコレステファイン」

を2016年に機能性表示食品として発売しました。またGABA

には血圧が高めの方の血圧を下げる働きが報告されており、

野菜由来のGABAが含まれている「カゴメ野菜ジュース」を

2017年に機能性表示食品として発売。

また「カゴメトマトジュース」にもGABAが含まれており、

2018年に同様の機能性表示を追加。さらに2019年には、

通販のサプリメント「スルフォラファン」を機能性表示食品と

して発売。2021年には「植物性乳酸菌 ラブレ」シリーズから、

2つの機能を表示した「ラブレダブル」を、2023年には中性

脂肪・血糖値・血圧に関する機能性を表示した「野菜一日

これ一本トリプルケア」を発売しています。

機能性表示食品の展開

日本人の生活習慣病リスクを高める高血圧は、ナトリウム

（塩分）のとりすぎと、野菜不足が要因といわれています。

野菜や果物に含まれるカリウムは、ナトリウムの体外への

排出を促す働きがあります。高血圧予防にはナトリウムと

カリウムの摂取バランスが大切で、その指標として、“ナト

カリ比”という考え方が注目されています。カゴメは東北

大学と共同で、このナトカリ比を下げるための食事のとり方

をわかりやすく伝える「ナトカリマップ®」を開発しました。

「ナトカリマップ®」を利用し、おいしく楽しい

食生活を提案していきます。

おいしく！楽しく！“ナトカリ比”を下げる
「ナトカリマップ®」*

健康サービス事業の展開

野菜の力で
日本の未来を切り開く
カゴメは、長年取り組んでいる野菜に関す
るさまざまな研究を活かして、野菜が持つ
機能価値を商品でお届けします。また、
野菜摂取の重要性を説き、野菜のおいしい
食べ方や手軽に摂取できる方法を提案する
ことで、健やかな毎日を応援していきます。

食による
健康寿命の延伸*

企業にとって従業員の健康管理は、重要な経営課題として関心が高まっています。カゴメの健康事業営業部では、

企業や自治体むけに健康増進を支援するサービスを提供しています。

おかずや汁物のナトカリマップ®

＊ 「ナトカリマップ®」は東北大学とカゴメの出願商標です。

アプリへの毎食の野菜摂取量の入力や、ベジクイズへの

回答で獲得したポイントを、チームで競い合うことで、楽し

く食生活の改善をめざすプログラムです。社内のコミュニ

ケーション向上施策としてもご活用いただけます。

■ チーム対抗！ベジ選手権®4週間チャレンジ

センサーに手のひらを約30秒押し当てることで、野菜摂取量

（推定）が測定できる機器です。その場で結果がわかる簡便さが

特徴で、健康診断や食事指導、企業や自治体の健康イベント

など、さまざまな場面でご活用いただいています。

■ ベジチェック®

＊ 厚生労働省「健康日本21」によると、健康寿命の延伸には、栄養・
食生活、身体活動・運動、休養・睡眠等の生活習慣の改善と定着、
地域社会とのつながり、社会活動などが大切とされています。
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カゴメ野菜生活ファーム富士見

農業従事者の高齢化が進み、栽培中止や規模を縮小する生産

者が増えています。カゴメは、農家にとって負担が重い収穫作

業を軽減することにより、加工用トマトの栽培面積の維持・

拡大につなげたいと考え、農業機械メーカーと共同で加工

用トマト収穫機「Kagome Tomato Harvester（KTH）」を

開発し、普及に取り組んでいます。

農家の負担を減らし、ジュース用トマト生産量の拡大へ

農業を支え
地域の持続的成長に貢献
高齢化や労働人口の減少が急激に進む地
域では、農業生産基盤の脆弱化が問題と
なっています。カゴメは日本の農業の発
展が、地域の活性化につながると考え、
日本の農業の成長産業化に貢献していき
ます。

農業振興・
地方創生

2019年4月、「農業・ものづくり・観光」が一体化した体験型

「野菜のテーマパーク」をコンセプトに、「カゴメ野菜生活

ファーム富士見」を長野県諏訪郡富士見町に開業しました。

本施設では、最新の映像技術を活用した野菜飲料の工場見

学のほか、八ヶ岳の雄大な自然を背景に旬の野菜の収穫体験

や野菜を使ったワークショップなど、ユニークなコンテンツを

お楽しみいただけます。また、野菜生活ファームに隣接する

「生きものと共生する農場」では、「畑の生き物クイズラリー」

を通じて、生物多様性や生き物の大切さを楽しく学ぶことが

できます。レストランでは、地元の食材やカゴメ特製の野菜だ

しを使った南イタリア料理をご用意しています。県内・県外か

ら多くのお客さまがご来園され、地域や野菜の魅力を感じて

いただいております。

その年に収穫された国産トマトを使用した「カゴメトマトジュースプレミ

アム」や国産にんじんを使用した「カゴメにんじんジュースプレミ

アム」を通じて、農業の振興に貢献してまいります。「カゴメトマトジュー

スプレミアム」のパッケージ側面には、ブランドサイトに直接アクセス

できる二次元コードを掲載しており、契約農家の方の想いや本商品が

できあがるまでのストーリーを紹介した動画などをご覧いただけます。

「トマトジュース」「にんじんジュース」で
農業振興に貢献

地域の農産物のおいしさを全国のお客さまにお楽しみいた

だく「野菜生活100地産全消シリーズ」は、年間10種類以上を

順次発売しています。これからも新たな野菜・果物を使用

した商品や地域とのコラボレーションによって、国内の農業を

応援してまいります。

「野菜生活100地産全消シリーズ」が日本を元気に

野菜生活100地産全消シリーズ（2024年1月～2024年12月までに発売した商品）

創業以来、よい原料はよい畑から生まれるという思いを変えずに、安心・安全な原料
を調達するために、トマトの「契約栽培」に取り組んでいます。日本の農業との共存共
栄を図る「契約栽培」は、作付け前に農家の方々と全量を買い入れる契約を結び
ます。その後、フィールドパーソンと呼ばれる担当者が契約農家の畑を巡回し、カゴメ
独自のきめ細かな栽培指導をはじめ、トマトの生育状態に合わせて的確なアドバイス
を行っています。「畑は第一の工場」というものづくりの哲学のもと、「契約栽培」で
培ったノウハウや実績を若手育成や海外からの原料調達などにも活かしていきます。

よい原料はよい畑から、「畑は第一の工場」という哲学
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2020年1月に「カゴメ プラスチック方針」を掲げ、プラスチック問題による環境負荷の

低減にむけて、さまざまな取り組みを推進しています。2020年4月より紙容器飲料の

プラスチックキャップを植物由来素材に切り替えました。2022年9月からは、「カゴメ

トマトジュース」のペットボトル容器を、環境に配慮した100%リサイクル素材を使用

した「スマートecoボトル」に切り替えました。2023年5月からは「植物性乳酸菌 ラブレ」

シリーズのストローを廃止。今後も石油由来プラスチック使用量の削減など、環境に

優しい活動を進めていきます。

カゴメ プラスチック方針

「野菜一日これ一本」の側面にある
FSCマーク

食品ロス削減や物流・倉庫・小売などの流通関係者の

負担軽減のために、2020年10月より、賞味期間が

360日以上の家庭用飲料商品（缶・ペットボトル）を

対象として、賞味期限表示を「年月日」から「年月」に

変更しています。カゴメは2030年までに、製品廃棄量

を半減（2018年比）させることを目標としており、今後

も賞味期限表示の見直しを進めるとともに、賞味期間

の延長についても取り組んでいきます。

＊ FSC®（Forest Stewardship Council® 森林
管理協議会）：木材を生産する森林とその森林から
切り出された木材の流通や加工の課程を認証する
制度を管理する国際的な機関

賞味期限を「年月日」から
「年月」表示へ

紙容器飲料へのFSC®認証紙パックの採用
環境に配慮した商品の研究や開発を行い、環境負荷の低い商品容器

や梱包資材への切り替えにも注力しています。2014年より、FSC

マークのついた紙パック飲料を導入し、現在では、紙パック飲料の

すべてにFSCマークを表示しています。

FSC®＊は、責任ある森林管理を世界に普及させることを目的に設立さ

れた国際的な機関です。このFSCマークの入った製品を購入いただく

ことで、世界の森林保全を間接的に

応援することができます。今後もFSC®

認証紙パックの使用を拡大し、サステナ

ブルな社会の実現に貢献していきます。

サステナビリティをめぐる
課題への対応
自然の恵みを原料に、おいしさや健康価値
を活かした商品を提供するカゴメにとって、
持続可能な地球環境の実現は解決すべき
重要な社会課題です。とりわけ気候変動
への対応は、優先度の高い課題として取り
組んでいます。また、環境に配慮した商品
の研究や開発にも注力しています。

持続可能な
地球環境

2018年に「カゴメグループ 水の方針」を制定し、水リスクの調査と対応、生産拠

点の取水量削減、水の浄化と循環利用の推進など、水の保全活動に取り組んで

います。連結子会社であるKagome Australia Pty Ltd.では、気候変動に

適応し、大雨リスクの高い時期を避けたトマト栽培や、その逆の干ばつのリスクに

備え、冬に工場で使用した水をダムに貯水し、春に近隣農家に提供するといった

水の再利用に取り組んでいます。

水の保全への取り組み

カゴメグループはCO2排出量の削減に積極的に取り組んでい

ます。太陽光発電の導入は、2017年Kagome Inc.（米国）

の工場を皮切りに、2021年には国内3工場（小坂井工場・茨

城工場・富士見工場）に太陽光発電パネルを設置しました。

なかでも富士見工場では2024年9月より、自家消費型の

太陽光発電で作られた電力を最大活用するために、蓄電池

システムを導入しています。また同工場では2023年1月より、

野菜を搾汁する際に出る残渣等（植物性残渣）と、隣接する

八ヶ岳みらい菜園の出荷できないトマトや葉・茎などから、

バイオマスプラントを使ってバイオメタンガスを生成し、

その蒸気を熱に変え、工場の加熱・殺菌工程で利用してい

ます。カゴメグループは、2050年までに温室効果ガス排出量

の実質ゼロをめざして、2030年にむけた温室効果ガス排出

量の削減目標を策定し、SBTイニシアチブの認証を取得しま

した。今後も持続可能

な地球環境の実現に、

積極的に取り組んでい

きます。

CO2排出量削減目標の達成にむけた取り組み

ドロバチが子育てに使用する「竹筒マンション」

気候変動をはじめ農地開発、農薬、外来種の持ち込みなど、人間の活動による

影響で、地球上の生物は年間約4万種が絶滅するといわれています。カゴメは、

野菜のテーマパーク「カゴメ野菜生活ファーム富士見」に隣接する畑で、生きもの

との共生と持続可能な農場づくりを行い、一般公開しています。畑のまわりには、

生きものの力を活かした仕掛けを設置し、クイズを出題するなど、来場者に理解

を深めていただく工夫を施しています。

生きものと共生する農場づくり
アルミのフタの形状や
材質を開けやすく改良

スマートecoボトルの
「カゴメトマトジュース」

富士見工場の太陽光発電パネル

富士見工場では野菜残渣を再生エネルギーに変換して活用

Kagome Australia Pty Ltd.の貯水ダム（干ばつへの対応）
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DXの推進により、
業務プロセス変革と
新事業創出
持続的に成長し続ける強い企業になる
ためには、既存システムの老朽化や将来的
な人材不足といった問題解決が不可欠
です。カゴメは、DX（デジタルトランス
フォーメーション）の推進で、業務プロセス
の変革、デジタルマーケティングの進化、
新たなビジネスの創出を進めていきます。

DXの推進

近年、健康的でサステナブルな食品として、
タンパク質を多く含む大豆や、ビタミン・
ミネラルが豊富な野菜などを加工した
植物性食品に注目が集まっています。
カゴメは、「プラントベースフード」を積極
的に展開していきます。

プラントベース
フードの取り組み
地球と人の健康および
持続的な社会の実現をめざす

＊1  同一製造ラインにおいて、動物性原材料を含む商品を製造しています。
＊2  本品は乳製品ではありません。また同一製造ラインにおいて、動物性原材料を含む商品を製造しています。

＊ トマトの変色部、皮、ヘタなど

「プラントベースフード」とは、植物性の食材からなる食品全般

のことをいい、健康的でサステナブルな食品として注目されて

います。カゴメは「プラントベースフード」へのニーズの高まり

を受けて、2019年より動物性原材料を配合せず＊1、植物素材

の食感や味わいを活かしたパスタソースやカレー、スープを

販売しています。 “野菜の会社”カゴメだから実現できた、

おいしく手軽な「プラントベース」シリーズのラインナップで、

食生活に彩りをお届けしていきます。

植物由来食品を展開する「2foods」を手掛ける（株）TWOと共同で、見た目や食べた

ときに驚きを感じてもらえるようなプラントベースフードを開発しています。2022年

3月に発売したプラントベースエッグ「Ever Egg」＊1は、たまごのような“ふわとろ食感”を

人参と白いんげん豆で実現。2024年10月には、チーズのような“とろ～りとろける

伸び”や“濃厚なコク”を追求したプラントベースチーズ「Ever Cheese」＊2を発売しました。

「プラントベース」シリーズ

たまごじゃないたまご「Ever Egg」

野菜と大豆のブランド「SOVE®」
2022年10月、大豆の価値拡大をめざす不二製油株式会社との共同開発で、大豆と

野菜のシリアル「SOVEシリアル」を発売。SOVEブランドを通して、プラントベース

フードが“誰もが楽しく続けられる食習慣”として定着するよう、今後もさまざまな

商品を開発・販売してまいります。

AIを活用した夾雑物除去システムを開発
AIを活用した夾雑物＊除去システムを茨城工場に導入し、2021年11月より稼働してい

ます。トマトソースやサルサなどの製造工程で夾雑物を取り除く作業は、作業者の負担が

大きいことや、将来的な人手不足が見込まれることから、自動化が課題でした。本システム

は、連続撮影したダイストマトの画像からAIが夾雑物を判別し、ロボットが正確に吸引除去

するものです。これらの取り組みにより持続可能な製造現場の実現をめざします。
AIがトマトの夾雑物を判別し、
ロボットが吸引除去する

AIで営農を支援する合弁会社を設立
2022年9月、カゴメと日本電気株式会社（NEC）は、AIを活用して加工用トマトの営農支援

を行う合弁会社「DXAS Agricultural Technology LDA」をポルトガルに設立しました。

センサーや衛星写真を活用して、トマトの生育状況や土壌の状態を可視化するサービスと、

熟練栽培者のノウハウを習得したAIが営農アドバイスを行うサービスを提供しています。

カゴメのアグロノミーとNECのテクノロジーの融合により、環境に優しく収益性の高い営農

を促進することで、持続可能な農業に貢献します。
営農指導者がデバイスを使い、
生産者に指導している様子

AIを活用した生鮮トマトの収量予測システムを開発
生鮮トマトの需給調整に重要な情報となる収量予測の精度を高めることを目的に、AIを活用した

生鮮トマト収量予測システムを開発しました。2022年2月よりカゴメブランドの生鮮トマトを栽培

する大型菜園に導入しています。本システムは、菜園で蓄積している栽培技術・管理に関する独自

のビッグデータと、最先端のAI解析技術を活用することで、数週間先の生鮮トマトの収量予測が可

能になります。精度の高い収量予測によって、トマトの安定供給と食品ロス削減をめざしています。
本システムを導入している
「いわき小名浜菜園」の圃場
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しょくいく

「植育から始まる食育」で、
野菜と暮らす楽しさを届ける
カゴメは1964年以来、食に関する情報や
楽しい体験機会の提供など、さまざまな
食育に取り組んでいます。2022年からは、
野菜を育てる、収穫する、収穫した野菜を
調理するといった一連の“植育”体験を通
して、食や自然への好奇心や感謝を育む
「植育から始まる食育」を開始しました。

食育に関する
取り組み

東日本大震災の被災者や復興に携わる方々との「共助の

絆」を結び、産業と農業の復興、地域再生を担う人材育成を

めざし、さまざまな活動を続けています。社内に設置した

東日本大震災復興支援室が中心となり、2012年より将来

の農業人育成のために、農業高校での授業支援をスタート

しました。また2020年からは、

被災地域の事業者と支援企業

をマッチングする復興庁主催

の事業「結の場」に参加し、カゴメ

のマーケティング・商品開発・

品質管理といった知見や資源

を活用し、被災地企業の復興

を応援しています。

東日本大震災復興支援室の活動
食育活動や子どもの貧困対策などに取り組む団体などを

支援することを目的に、2020年10月1日に「一般財団法人

カゴメみらいやさい財団」を設立しました。本財団は、“子ど

もに笑顔を、地域に笑顔を”の理念

のもと、助成金（年間総額3,000

万円）の給付を中心とした支援を

通して、健全で豊かな心を育む社

会の実現に貢献していきます。

カゴメみらいやさい財団

2011年にカルビー株式会社とロート製薬株式会社と協力して、

宮城県仙台市に「みちのく未来基金」を設立し、東日本大震災で

親を亡くされた子どもたちの進学を支援する活動を始めました。

現在はエバラ食品工業株式会社も加わり、4社で運営。子どもた

ちの高校卒業後の高等教育進学のために、全国からの寄附で

入学金と卒業までに必要な授業料の全額（年間上限300万円）を

返済不要の奨学金として

給付しています。

震災当時お腹にいた子どもが大学（院）を卒業するまで、長く支援

を続けていきます。基金では、心のケアも重視しており、みちのく

生（基金で支援している奨学生）同士が親睦を図るイベントの

開催や、進学後も面談の機会を設けるなどしてフォローしています。

みちのく未来基金による震災遺児の進学支援

カゴメが大切にしている行動規範のひとつ
が「共助」の精神です。自助や公助だけでは
解決が難しい社会問題や自然災害に対して、
地域社会とともに取り組んでいきます。

共助のための
取り組み
地域との共助を
大切に

りりこわくわくプログラム
「りりこわくわくプログラム」は、1999年より毎年行っているカ

ゴメの食育支援活動のひとつです。全国の小学校、保育園な

どに、カゴメトマトジュース用トマト「凛々子®（りりこ）」などの

苗と、学習教材を無償で提供しています。トマトの栽培・収穫・

調理といった一連の経験を通じて、子どもたちが「命への関心」

と「感謝する心」を持つとともに、野菜を好きに

なってくれることを願っております。

放課後NPOアフタースクール
との食育支援活動
放課後NPOアフタースクールと協働で、子どもたちの野菜

嫌い克服と将来の野菜不足ゼロをめざす食育プロジェクト

『おいしい！野菜チャレンジ』を、2018年から全国の小学校

および学童保育・放課後活動団体で開催しています。

本プロジェクトでは、子どもたちが野菜を知ることを楽しみ、

野菜を好きになり、野菜をもっと食べてみたくなるよう、

「触る」「見る」「嗅ぐ」「知る」「味わう」といった体感を通じ

て野菜を立体的に捉え学べるプログラムを用意しています。

野菜を好きになる保育園
「ベジ・キッズ」
2019年にカゴメ東京本社（東京都中央区）の近くで、乳幼児

が野菜を好きになることをコンセプトにした保育園を

開園しました。基本的な保育とともに「五感で野菜とふれ

あえる食育」を実践しています。さまざまな体験を通して

野菜に親しみ、野菜のおいしさ、楽しさ、大切さを伝えてい

きます。

2023年開催　食育体験イベント「不思議の畑とトマトの樹」
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種子から食卓まで、
ワンストップで価値を創造
カゴメが保有するトマトの遺伝資源は
約7,500種。その種子から、土づくり、栽培、
収穫、製造、そして最終商品に至るまで、
安全かつ安心という価値を確実にお届け
するためのビジネスモデルを展開。それが、
カゴメの強みであり、世界的にもユニーク
な「垂直統合型」ビジネスです。

垂直統合型
ビジネス

2050年には97億人に達するともいわれ
る人口の増加に伴い、世界の食糧やトマト
の需要も大幅な伸びが予測されます。
カゴメはトマトを軸とした食を通じて、
世界が抱えるさまざまな課題の解決に
貢献していきます。

グローバル
展開
世界で最も信頼される
トマト・野菜製品の
サプライヤーをめざして

研究開発

品種開発・種苗生産

栽培

一次加工・調達

商品生産

需要創造

自社保有の農産物の遺伝資源を
用い、交配法で有用品種を創出し、
競争力のある種苗を生産・供給。

自然の恵みの農産物の価値を
最大化し、健康寿命の延伸に貢献
するための一貫した研究開発。

指定品種による契約栽培と
農業指導、ハイテク菜園での
生鮮トマトの栽培。

自社基準を満たした高品質の原料
のみを調達し、おいしさを
損なわないための一次加工を実施。

よい原料と技術の
最適な組み合わせで、原料の価値を
最大化する製造工程と品質管理。

商品が持つ価値を
お客さまに伝え、
需要を創造する価値伝達活動。 

垂
直
方
向
：
種
子
か
ら
食
卓
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

日本ブランドへの関心や健康志向の高まりを背景に、アジアの野菜飲料市場は成長が期待されて

います。野菜飲料の価値浸透と飲用の習慣化を図り、将来的にはカゴメの中核事業となるよう

育成していきます。

アジアへの野菜飲料の輸出

＊1  一次加工品：トマト等の農作物をペースト状やダイス状に加工すること。
＊2  二次加工品：農作物の一次加工品に調味料などを加えて付加価値をつけること（ピザソースやトマトソース等）。

2023年10月に新設した社内組織「グローバル・アグリ・リサーチ＆ビジネスセンター」
では、カゴメグループの成長ひいては持続可能な加工用トマト産業への貢献をめざし、
グローバルなアグリ課題に挑んでいます。日本はもちろん、ポルトガルや北米にも農業に
関する研究開発機能を保有しており、環境変化に適応した品種・栽培技術の研究開発
に取り組んでいます。2024年9月には、オープンイノベーションを通じて、世界が直面
している農業課題の解決をめざし、コーポレートベンチャーキャピタルを設立しました。

グローバルな農業課題への取り組み

グローバルフードサービスへの取り組み
北米・欧州・豪州・アジアの事業会社が、各地域およびグローバルに展開する

フードサービス業態や食品製造業などにむけて、トマトペーストやピザソースなど

を主力商品とする業務用事業を展開しています。2023年10月には社内カン

パニー「カゴメ・フード・インターナショナル・カンパニー」を新設。傘下に配置した

トマト等の一次加工＊1・二次加工事業＊2を担う海外子会社との連携強化を図り、

グローバル展開を加速するフードサービス業態に対応しています。
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世界中の人たちに、
おいしさと健康をお届けするために

Since 2016,
ポルトガルを拠点に農業を中心とした
研究開発活動
バリューチェーンにおける新事業開発

KAGOME AGRI-BUSINESS
RESEARCH AND DEVELOPMENT 
CENTER, UNIPESSOAL LDA

Since 2003,
イタリアを拠点に地中海野菜
の加工・冷凍・販売

Vegitalia S.p.A.

Since 2013,
グローバルにトマト、野菜および
フルーツの種子開発・生産・販売

United Genetics Holdings LLC

Since 2016,
トマトペースト・ダイストマトの
製造・販売

Ingomar Packing Company, LLC

Since 1998,
米国での大手レストランチェーンむけ
業務用トマトソースの製造・販売

Kagome Inc.

Since 1967,
調味料および飲料の製造・販売

Taiwan Kagome Co., Ltd.

Since 2018,
飲料の販売

Kagome Nissin Foods 
Hong Kong Co., Ltd.

カゴメ株式会社
Kagome Co., Ltd.

日本で培ってきたノウハウをもとに、
世界のさまざまな場所で事業を展開しています。

Since 2016,
トマト加工品の製造・販売

Kagome  Foods India Pvt. Ltd.

ポルトガルを拠点にトマトペース
トやピザソース等のトマト加工
品の製造・販売

Holding da Industria
Transformadora do
Tomate, SGPS S.A.

Since 2007,

Since 2007,
各種業務用ソースに加え、マーガリンや
他の植物油ベースの製品の製造・販売

Kagome Foods, Inc.

Since 2010,
加工用トマトの生産および
トマト・ニンジン加工品等の製造・販売

Kagome Australia Pty Ltd.

主な子会社

Since 2022,
ポルトガルを拠点にAIを活用し
た営農アドバイスや圃場可視化
サービスを展開

DXAS Agricultural 
Technology LDA
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世界初

カゴメの歴史
1899年の創業以来、自然の恵みである農産物の価値を活かして、人々の健康に貢献したい

思いを商品に込め、生活者の皆さまにお届けしています。その歩みは、時代のニーズに応える

ためにこれまでなかった商品を開発し続ける「技術革新」の歴史でもあります。

アンナマンマ
発売

トマトジュース
発売

トマトケチャップ
ウスターソースの
製造開始

キャロット100
シリーズ
発売

プラスチック
チューブ入り
ケチャップ
発売

1908 1933 1966 1992 1999

生鮮トマト
(こくみトマト)
販売開始

2001

1899
創業者 蟹江一太郎
西洋野菜の栽培に着手

2000
企業理念（「感謝」「自然」
「開かれた企業」）を制定

2019

野菜一日
これ一本（杯）
発売

2004

プラントベース
フードシリーズ
発売

2019

1963
社名を「カゴメ株式会社」と
改称、トマトマーク制定

2003「自然を、おいしく、楽しく。
KAGOME」をブランド・
ステートメントとする

2011 東日本大震災で親を
亡くした子どもの進学支援
「みちのく未来基金」を設立

トマトソースの製造に着手
（現在のトマトピューレー）

1903

東海市荒尾町西屋敷に
工場を建設、トマトソースの
本格的生産に入る

1906

19881988
KAGOME 
U.S.A.INC.設立

野菜生活100
Smoothie
なめらか
グリーンMix
発売

カゴメ
トマトジュース
プレミアム
発売

植物性乳酸菌ラブレ
発売

2006 2016

202020202014
株主数20万人突破

20052005
株主数10万人突破

「野菜をとろう
キャンペーン」開始

カゴメ野菜生活ファーム
富士見開園

子ども食堂の活動支援
「カゴメみらいやさい財団」を設立

アーモンド・
ブリーズ
発売

20242014

ベジチェック®

の開発

1978
名古屋証券取引所
市場 第１部に上場
東京証券取引所
市場 第１部に上場

1967
台湾カゴメ設立
初の海外進出

1972
「カゴメ劇場」開始

野菜生活100
発売

1995
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トマトケチャップ / トマト調味料 / ソース / パスタソース / おかず調味料 / レンジ調理食品 / 鍋用つゆ食 品 事 業

事業紹介

多彩なラインナップで
野菜の価値をお届けします

手軽においしく野菜を楽しんでいただきたいという思いから、

飲料、家庭用食品、業務用、通販、生鮮野菜など多様な事業

を展開しています。野菜をさまざまな形でお届けすることや、

また健康をサポートするコンテンツを提案することで、お客

さまの健康的で豊かな食生活に貢献していきます。

野菜果実ミックス / トマト100% / 野菜100% / キャロット100% / 乳酸菌 飲 料 事 業

生鮮トマト / 野菜 / 農産加工品 / 家庭用園芸商品農 事 業

業務用常温商品 / 業務用冷凍商品業務用常温商品 / 業務用冷凍商品業 務 用 事 業

飲料 / 食品 / サプリメント飲料通 販 事 業

ベジチェック®/ セミナー / レシピ・コラム監修 / 専門家向け研修 / 特定保健指導 / 
ナトカリ比改善プログラム など

健 康 事 業
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%55.5

トマトケチャップ 野菜果実
ミックスジューストマトジュース

%69.9

野菜ミックス
ジュース

%47.3%65.8

出典：インテージSRI＋／期間：2024年1月
-12月／金額ベース／対象エリア：全国／
対象業態：全業態／その他：ドライ＋チルド、
野菜果実ミックスジュースカテゴリー（野菜
ジュース市場　種類：果汁入り人参・果汁入
り野菜・果汁入りトマトM・青汁ミックス）

出典：インテージSRI＋／期間：2024年1月
-12月／金額ベース／対象エリア：全国／
対象業態：全業態／その他：ドライ＋チルド、
野菜ミックスジュースカテゴリー（野菜
ジュース市場　種類：野菜100トマトM市
場・ 野菜ジュ－ス・野菜入り人参）

出典：インテージSRI＋／期間：2024年1月
-12月／金額ベース／対象エリア：全国／
対象業態：全業態

出典：インテージSRI＋／期間：2024年1月
-12月／金額ベース／対象エリア：全国／
対象業態：全業態／その他：ドライ＋チルド、
トマトジュースカテゴリー

※画像は代表的商品です

万名

株主数（個人・その他）

株主優待商品

「開かれた企業」を企業理念のひとつに掲げるカゴメは、2001

年に「ファン株主10万人構想」にむけた取り組みをはじめ、

2005年9月に10万人を突破しました。株主さまの声に積極的

に耳を傾け、商品開発やイベントの開催に活かしています。

%99.5
株主比率

（個人・その他）

※株主総数は221,213名（2024年12月末時点）

種約

※登録済品種約70種

約7,500種ものトマト種子をはじめとする豊富な遺伝資源を

保管し、データベース化。これらを活用し、遺伝子組み換え技

術を用いずに加工用と生鮮用トマトの品種開発をしています。

トマトの遺伝資源創業

％国内の
日本の緑黄色野菜消費量の25.3％、野菜*消費量の6.3％を

カゴメが供給しています。

カゴメの
緑黄色野菜供給量

＊淡色野菜＋緑黄色野菜 出典：農林水産省「食料需給表」R5 年度概算値、
VEGE-DAS( カゴメ野菜供給量算出システム ) R5 年度実績

78.8万トン

万トン81.7
カゴメの供給量

万トン1,304

万トン312

日本国内の
緑黄色野菜の消費量

日本国内の
野菜消費量

万本
子どもたちの「食」への興味を育み、健やかな成長を応援するカゴメの食育支援活動。「食育」という言葉が一般的になるずっと前

の1964年、全国の幼稚園に保育に役立つ紙芝居や絵本を配り始めたのが、そのはじまり。1999年から開始した「りりこわくわく

プログラム」では、小学校や幼稚園、保育園にカゴメトマトジュース用トマト「凛々子®」などの苗を無償で提供する活動を行っています。

食育支援活動による
苗配布数

1899年、トマトという当時日本ではなじみのなかった西洋野

菜の栽培に挑戦し、のちに加工に取り組んだのが、カゴメの

歴史のはじまりです。以来、畑を原点にトマト・野菜と向き

合い、新しい食の提案を続けてまいりました。

年

NO.1国内シェア

数字でみる
カゴメ
カゴメの特長や実力を
言葉だけではなく、さまざまな
数字を中心にご紹介します
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サステナビリティサイトのご案内 https://www.kagome.co.jp/company/sustainability/

会社概要

食を通じて社会課題の解決に取り組み、
持続的に成長できる強い企業になる

2025年のありたい姿

カゴメが取り組んでいる社会課題

野菜をとることの大切さやおいし
さを伝え、摂取量を増やすことで
人々の健康に貢献します。

野菜の産地や加工拠点における
農業技術の開発・普及を通して、
農業振興・地方創生を支援します。

豊かな自然の中で持続的に農業
が営まれるよう、環境に優しい活
動を推進していきます。

健康寿命の延伸 農業振興・地方創生 持続可能な地球環境

様々な素材・カテゴリー・温度帯・容器・容量で
「野菜」を取り扱うユニークな存在になります。

トマトから野菜へと事業領域を広げ、モノだけでは
なく、コトも提供する会社になります。

多様な視点で事業活動を推進し、多様化する消費者の
ニーズに対応します。

男女ともにいきいきと働き、高い生産性を発揮する
強い企業になります。

ビジョン

トマトの会社から、野菜の会社に
2025年までに

女性比率を50％に（社員から役員まで）
2040年頃までに

ブランドステートメント
社会やお客さまへの約束

自然を
自然の恵みがもつ抗酸化力や免疫
力を活用して、食と健康を深く追求
すること。

おいしく
自然に反する添加物や技術にたよ
らず、体にやさしいおいしさを実現
すること。

楽しく
地球環境と体内環境に十分配慮
して、食の楽しさの新しい需要を
創造すること。

企業理念
時代を経ても変わらずに継承される「経営のこころ」

感謝
私たちは、自然の恵みと多くの人々と
の出会いに感謝し、自然生態系と
人間性を尊重します。

自然
私たちは、自然の恵みを活かして、
時代に先がけた深みのある価値を
創造し、お客さまの健康に貢献します。

開かれた企業
私たちは、おたがいの個性・能力を
認め合い、公正・透明な企業活動に
つとめ開かれた企業を目指します。

カゴメグループ サステナビリティ基本方針 

カゴメグループは創業以来、「畑は第一の工場」というものづくりの思想のもと、

自然の恵みを活かした新しい食やサービスを提案してまいりました。

この営みを未来につなぐために、企業理念である『感謝・自然・開かれた企業』の実践と、

ステークホルダーの皆さまとの協働により社会課題の解決に取り組み、

持続的なグループの成長と持続可能な社会の実現を図ります。

創　　業 1899年（明治32年）

設　　立 1949年（昭和24年）

本　　社 愛知県名古屋市中区錦3丁目14番15号
 TEL（052）951-3571（代表）  FAX（052）968-2510

東京本社 東京都中央区日本橋浜町3丁目21番1号 日本橋浜町Fタワー
 TEL（03）5623-8501（代表）  FAX（03）5623-2331

資 本 金 19,985百万円

従業員数 3,184名（連結）

事 業 所 本社、東京本社、8支店、6工場、
 総合研究所、東京ラボ

事業内容 調味食品、保存食品、飲料、その他の食品の製造・販売、
 種苗、青果物の仕入れ・生産・販売、健康サポートサービスの
 開発・販売

（2024年末現在）

主な連結子会社

2024年12月期　売上収益 3,068億円・事業利益 270億円・事業利益率 8.8％

カゴメ野菜生活ファーム株式会社
カゴメアグリフレッシュ株式会社
いわき小名浜菜園株式会社
響灘菜園株式会社
株式会社八ヶ岳みらい菜園
高根ベビーリーフ菜園株式会社
台湾可果美股份有限公司
Kagome Inc.
Vegitalia S.p.A.
Kagome Australia Pty Ltd.
Holding da Industria Transformadora do Tomate, 
SGPS S.A.(HIT)
Kagome Foods India Pvt.Ltd.
Ingomar Packing Company, LLC
United Genetics Holdings LLC
KAGOME AGRI-BUSINESS RESEARCH AND
DEVELOPMENT CENTER, UNIPESSOAL LDA
DXAS Agricultural Technology LDA
Global Agricultural Research & Business Center USA
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本　　社／〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦3丁目14番15号　TEL.（052）951-3571（代表）
東京本社／〒103-8461 東京都中央区日本橋浜町3丁目21番1号 日本橋浜町Fタワー　TEL.（03）5623-8501（代表）

FSCⓇ森林認証紙、ノンVOCインキ（石油系溶剤０％）など印刷資材と製造工程が
環境に配慮されたグリーンプリンティング認定工場にて、再生可能エネルギー
100％で印刷。印刷会社が所有する施設や車両、購入した電力などScorp1、2、3
すべてをオフセット済みのCO2ゼロ印刷で印刷しています。

https://www.kagome.co.jp/




